2025.05改訂

【調査票A】

・
	Ⅰ．貴社の概要について


　貴社の概要について、以下の表にご記入ください。

	企　　　業　　　名
	

	所　　　在　　　地
	（電話番号　　　　　　　　　　　　）

	ご 回 答 者 氏 名
	
	役職・
所属部署名
	

	メールアドレス
	

	業　　　　　　　種
（※別添業種一覧参照）
	大分類：　　　　　　　中分類：　　　　　　

	設立年月(西暦で記入)
	　　　　　　年　　　　　　月

	資　　　本　　　金
	　　　　　　　　　　　百万円

	決　　　算　　　期
	　　　　　　　　　　　　　月

	計　画　承　認　日
	西暦　　年　　月　　日

	計　 画　 期 　間
	西暦　　年　　月　～　西暦　　年　　月（計画期間　　　　年）

	申請した経営革新のタイプ（４つのうちあてはまるものに○）
	①新商品の開発又は生産
	

	
	②新役務の開発又は生産
	

	
	③商品の新たな生産又は販売方式の導入
	

	
	④役務の新たな提供方式の導入その他新たな事業活動
	


　　※業種の記載は令和5年7月告示の日本標準産業分類に基づき記載ください。
	Ⅱ．達成状況について


問１　経営革新計画の達成状況はどれですか。該当するものに○を付けてください。（○は１つ）
	１　目標以上の達成状況である
２　ほぼ目標どおりの達成状況である

３　目標よりもやや低い達成状況である
	４　目標よりも大幅に低い達成状況である

５　計画を断念した


問２　経営革新計画が貴社の事業に占める割合（経営革新計画に対し、貴社が投入する経営資源（人や資金等）のウエイト）は概ね何割くらいですか（○は１つ）
	１　８割超　　　２　６～８割　　　３　４～６割　　　４　２～４割　　　５　２割未満


	Ⅲ．経営計画の達成状況について


問３　経営の向上の状況についてお聞きします。

（１）計画前の直近期末と計画期間最終期末を比較して、経常利益＊の伸び率は、年率１％（3年計画:３％、4年計画:４％、5年計画:５％）以上を達成しましたか。該当するものに○を付けてください。また、各時期における経営利益を記入してください。　　　　　
＊経常利益　＝　営業利益　―　営業外費用（支払利息・新株発行費等）
	１　　達成　　　２　　未達成（０～３％未満＊）　　３　　未達成（０％未満）

	計画開始前の直近期末（実績値）
	千円

	計画期間最終期末（計画値）
	千円

	計画期間最終期末（実績値）
	千円


＊4年計画の場合は４％、5年計画の場合は５％。

（２）計画前の直近期末と計画期間最終期末を比較して、付加価値額の伸び率は、年率３％（3年計画:９％、4年計画:１２％、5年計画:１５％）以上を達成しましたか。該当するものに○を付けてください。また、各時期における付加価値額を記入してください。
＊付加価値額　＝　営業利益　＋　人件費　＋　減価償却費
	１　　達成　　　２　　未達成（０～９％未満＊）　　３　　未達成（０％未満）

	計画開始前の直近期末（実績値）
	千円

	計画期間最終期末（計画値）
	千円

	計画期間最終期末（実績値）
	千円


　　　　　　　　　　　　　　               　　＊4年計画の場合は１２％、5年計画の場合は１５％。

（３）計画前の直近期末と計画期間最終期末を比較して、一人当たりの付加価値額の伸び率は、年率３％（3年計画:９％、4年計画:１２％、5年計画:１５％）以上を達成しましたか。該当するものに○を付けてください。
	１　　達成　　　２　　未達成（０～９％未満＊）　　３　　未達成（０％未満）


　　　　　　　　　　　　　　               　　＊4年計画の場合は１２％、5年計画の場合は１５％。

問４　従業員の雇用状況について、次の各時期における従業員数（非正規の従業員（派遣労働者や短時間労働者）については、経費を付加価値額の人件費に算入している場合のみ、勤務時間8時間あたり1人として算入してください。）を記入してください。
	計画開始前の直近期末（実績値）
	　　　　　　

人

	計画期間最終期末（計画値）
	　　　　　　

人

	計画期間最終期末（実績値）
	　　　　　　

人




	Ⅳ．事業の評価について


問５　申請時と比較して、付加価値額が伸びた企業の方にお伺いします。
付加価値額が伸びた要因は何ですか。下の選択肢の番号に３つまで○を付けてください。また、そのうち最も効果があったと思われるものには◎を付けてください。（○は３つまで、そのうち１つに◎）
	業界・市場の調査分析がうまくいったため
	１

	新規の販路開拓等がうまくいったため
	２

	既存の顧客への満足度が高まったため
	３

	組織・事業の実施体制の編成・管理がうまくいったため
	４

	よい人材の確保ができたため
	５

	外部資源（コンサルタント等）をうまく活用できたため
	６

	技術開発が予定どおりにいったため(期間・資金・研究機関との連携等)
	７

	特許、実用新案等、知的財産権の取得がうまくいったため
	８

	設備導入が予定どおりいったため
	９

	資金調達が順調にできたため
	１０

	経営者が主体的に経営革新に取り組んだため
	１１

	支援策を活用し、効率が上がったため
	１２

	計画が承認され、世間の評判が高まったため
	１３

	計画の実施事業（「実施計画と実績（申請書別表２）」の項目）が無理のない適切なものだったため
	１４

	状況の変化に合わせ、計画の内容を臨機応変に変更したため
	１５

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	１６



問６　申請時と比較して付加価値額が伸びなかった企業の方にお伺いします。
付加価値額が伸びなかった（１）内的要因および（２）外的要因は何ですか。該当する番号に３つまで○を付けてください。また、うち最大の要因であったと思われるものには◎を付けてください。
（１）内的要因（○は３つまで、うち最大の要因１つに◎）

	業界・市場の調査分析がうまくいかなかったため
	１

	新規の販路開拓等がうまくいかなかったため
	２

	既存の顧客への満足度を高めることができなかったため
	３

	組織・事業の実施体制の編成・管理がうまくいかなかったため
	４

	よい人材の確保ができなかったため
	５

	外部資源（コンサルタント等）をうまく活用できなかったため
	６

	技術開発が予定どおりにいかなかったため(期間・資金・研究機関との連携等)
	７

	特許、実用新案等、知的財産権の取得がうまくできなかったため
	８

	設備導入がうまくいかなかったため
	９

	資金調達が順調にいかなかったため
	１０

	経営者が主体的に経営革新に取り組まなかったため
	１１

	計画に実施事業（「実施計画と実績（申請書別表２）」の項目）が多すぎたため
	１２

	計画に重要な事業（「実施計画と実績（申請書別表２）」の項目））が抜けていたため
	１３

	状況の変化に合わせ、計画の内容の見直しをしなかったため
	１４

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	１５


（２）外的要因（○は３つまで、うち最大の要因１つに◎）

	需要・受注量の減少のため
	１

	販売単価減･発注元のコスト削減要求の激化のため
	２

	競争激化（新規参入等）のため
	３

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	４





	Ⅴ．実施計画と実績について


問７　「実施計画と実績」（申請書別表２）における実施項目の実施状況、効果、対策について、申請書の別表２に、以下の記載方法により実績を記入し、コピーを提出してください。

※別紙「ご回答にあたって」をご参照ください。

	実施状況
	効　　果
	対　　策

	◎　計画通り実行できた
	◎　効果が十分あがった
	実施状況に応じて追加対策を実施した場合は、追加した実施項目を別表２の「対策」欄に記載してください。

	○　ほぼ計画通り実行できた
	○　ほぼ予定の効果が得られた
	

	△　実行したが不十分だった
	△　少し効果があった
	

	×　ほとんど実行できなかった
	×　ほとんど効果がなかった
	


その理由、原因や、後押しとなったと思うこと、障害となったと思うことを下記の欄にお書きください。 




	Ⅵ．経営革新計画終了後における重点課題について


問８　　経営革新計画が終了した現在、御社における解決・対応すべき重点課題とは何でしょうか。次の選択肢の中から該当する番号全てに○を付けてください。
　経営革新計画終了後、解決・対応すべき重点課題（○はいくつでも）

	マーケティング
	業界・市場の調査分析の充実
	１

	
	新規の販路開拓
	２

	
	広告・宣伝力の向上
	３

	
	市場・消費者ニーズの多様化への対応
	４

	事業

展開
	競争激化（新規参入等）への対応
	５

	
	新商品・新サービスの企画立案
	６

	
	新事業の計画やビジネスプラン作成
	７

	海外展開
	海外進出（新規進出）
	８

	
	海外事業の更なる展開（既存の海外事業の効率的・効果的な展開）
	９

	知的

財産
	特許、実用新案等、知的財産権の取得
	１０

	
	模倣品の横行による知的財産権の侵害への対応
	１１

	
	技術やノウハウの海外流出の防止
	１２

	人材確保・育成
	営業人材の確保
	１３

	
	技術開発人材の確保
	１４

	
	生産技術（組み付けや加工も含む）人材の確保
	１５

	
	従業員の動機づけ
	１６

	
	従業員の高齢化への対応
	１７

	
	後継者の育成
	１８

	設備投資
	過剰設備の改善
	１９

	
	設備投資の推進（設備の老朽化、性能不足等の解決）
	２０


	組織・アライアンス体制
	組織・事業の実施体制の適切な編成・管理
	２１

	
	経営者自らによる主体的な事業の推進
	２２

	
	外部資源（コンサルタント等）の適切な活用
	２３

	
	産学連携
	２４

	
	大企業との連携（産産連携）
	２５

	資金・財務
	必要な運転資金・設備資金の確保
	２６

	
	金融機関との信用状況の改善・向上
	２７

	
	借入依存度の低下
	２８

	
	直接金融実施に関するノウハウ・知見の充足
	２９

	
	代金回収の効率化（掛売り代金等）
	３０

	研究開発・生産・コスト削減・物流


	品質の高度化、高性能化への対応
	３１

	
	需要・受注量の減少への対応
	３２

	
	スピードへの対応（開発や生産、流通等）
	３３

	
	販売単価減・発注元のコスト削減要求の激化への対応
	３４

	
	多品種少量生産に伴うコスト増への対応
	３５

	
	多頻度配送の増加への対応
	３６

	
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	３７


	Ⅶ．支援策の活用状況について


問９　以下に示したそれぞれの支援策について、「１．活用した」、「２．希望していたが活用できなかった」、「３．活用しなかった」、「４．そもそも知らなかった」のいずれか１つに○を付けてください。
また、「１．活用した」を選んだ支援策については、その効果を　、「１．充分効果があった」、「２．やや効果があった」、「３．あまり効果はなかった」、「４．全く効果はなかった」のいずれか１つに○を付けてください。（活用状況、効果ともに○はそれぞれ１つずつ）

	
	活用状況
	「１．活用した」場合の効果

	下記のａ～ｋそれぞれ横に回答してください。


	活用した
	希望していたが活用できなかった
	活用しなかった
	そもそも知らなかった
	充分効果があった
	やや効果があった
	あまり効果はなかった
	全く効果はなかった

	質問項目
	活用状況
	「１．活用した」場合の効果

	
	活用した
	希望していたが活用できなかった
	活用しなかった
	そもそも知らなかった
	充分効果があった
	やや効果があった
	あまり効果はなかった
	全く効果はなかった

	ａ．経営革新計画承認企業を対象とした都道府県の補助金
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４

	ｂ．ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４

	ｃ．政府系金融機関からの低利融資※
	日本公庫（中小）

※中小企業金融公庫
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４

	
	日本公庫（国民）

※国民生活金融公庫
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４

	ｄ．信用保証の別枠※
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４


	審査請求料・特許料の減免措置※
	e．審査請求料の減免措置
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４

	
	f．特許料の減免措置
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４


	販路開拓関係※
	g．販路開拓コーディネート
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４

	
	h．中小企業総合展
（新価値創造展）
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４

	中小企業等経営強化法以外の支援策
	i．支援策名記入：県の制度含む
（　　　　　　　　　　　）
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４

	
	j．支援策名記入：県の制度含む
（　　　　　　　　　　　）
	１
	２
	３
	４
	１
	２
	３
	４


（注）上記※の支援策については、経営革新計画に基づき支援策を活用した場合にのみ記入してください。なお、その他の法令に基づく支援策については「中小企業等経営強化法以外の支援策」に記入してください。


　

　上記の問９にて

　　※示された支援策について「２．希望していたが活用できなかった」と回答された方　

　　　→　以降の問１０にお答えください。
　　※示された支援策について「３．活用しなかった」と回答された方　

　　　→　以降の問１１にお答えください。
　

問１０　問９で「２．希望していたが活用できなかった」と回答された理由は何ですか。該当するもの全てに○を付けてください。（○はいくつでも）
（１）経営革新計画承認企業を対象とした都道府県の補助金
	１　事業完了後に補助金が交付されるため
２　自己負担（資金）が必要なため
３　募集時期が実際の事業スケジュールと合わなかったため
	４　実際に必要な経費と補助対象経費が合わな　かったため（具体的経費：　　　　　　　　）
５　申請したが不採択となったため

６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　 ）


（２）ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金
	１　事業完了後に補助金が交付されるため
２　自己負担（資金）が必要なため
３　募集時期が実際の事業スケジュールと合わなかったため
	４　実際に必要な経費と補助対象経費が合わな　かったため（具体的経費：　　　　　　　　）
５　申請したが不採択となったため

６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　 ）


（３）政府系金融機関からの低利融資

	１　担保不足
２　第三者保証人の不在
	３　事業計画に問題
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　 ）


（４）信用保証の別枠

	１　担保不足
２　第三者保証人の不在
	３　事業計画に問題
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）


（５）審査請求料の減免措置

	１　適用要件を満たさなかったため
	２　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）


（６）特許料の減免措置

	１　適用要件を満たさなかったため
	２　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）


（７）その他の支援策

問３の「販路開拓関係」、「中小企業等経営強化法以外の支援策」（ｇ～ｊ）の支援策について、「希望していたが活用できなかった」理由は何ですか。下の欄に具体的にご記入ください。
	


問１１　問９で示した支援策を「３．活用しなかった」と回答された理由は何ですか。該当するもの全てに○を付けてください。（○はいくつでも）
（１）○○（都道府）県経営革新○○補助金

	１　支援を受ける条件を満たしていないため

２　支援として不十分であり、効果が望めない

　　ため
	３　手続きや運用、仕組みが複雑なため

４　活用については特に考えなかった

５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


（２）ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金
	１　支援を受ける条件を満たしていないため

２　支援として不十分であり、効果が望めない

　　ため
	３　手続きや運用、仕組みが複雑なため

４　活用については特に考えなかった

５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


（３）政府系金融機関からの低利融資

	１　支援を受ける条件を満たしていないため

２　支援として不十分であり、効果が望めない

　　ため
	３　手続きや運用、仕組みが複雑なため

４　活用については特に考えなかった

５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


（４）信用保証の別枠

	１　支援を受ける条件を満たしていないため

２　支援として不十分であり、効果が望めない

　　ため
	３　手続きや運用、仕組みが複雑なため

４　活用については特に考えなかった

５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


（５）審査請求料の減免措置

	１　支援を受ける条件を満たしていないため

２　支援として不十分であり、効果が望めない

　　ため
	３　手続きや運用、仕組みが複雑なため

４　活用については特に考えなかった

５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


（６）特許料の減免措置

	１　支援を受ける条件を満たしていないため

２　支援として不十分であり、効果が望めない

　　ため
	３　手続きや運用、仕組みが複雑なため

４　活用については特に考えなかった

５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


　（７）その他の支援策

問３の「販路開拓関係」、「中小企業等経営強化法以外の支援策」（ｇ～ｊ）の支援策について、「活用しなかった」理由は何ですか。下の欄に具体的にご記入ください。
	


	Ⅷ．経営革新計画のメリットについて


問１２　現在の計画で経営革新計画を申請した理由はどれですか。該当する項目全てに○を付けてください。また、そのうち最もあてはまるものに◎を付けてください。（○はいくつでも）
	１　支援措置を受けたかったから

２　経営目標を明確化するため

３　社内意識向上のため

４　信用力向上のため
	５　宣伝、営業活動のため

６　支援機関などに勧められたから

７　その他（　　　　　　　　　　　）


問１３　経営革新計画の承認を受けて良かったと思う点は何ですか。次の（１）～（４）のそれぞれについて、該当する項目全てに○を付けてください。また、うち最も効果があったと思われるものには◎を付けてください。

	（１）資金調達（○はいくつでも、そのうち最も効果があったものに◎）
	

	政府系金融機関による低利・長期融資が受けられた
	１

	政府系金融機関からの融資が受けやすくなった
	２

	民間金融機関からの融資が受けやすくなった
	３

	借入枠や保証枠が広がった
	４

	金融機関への信用力が向上した
	５

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	６

	（２）技術力・開発力の向上（○はいくつでも、そのうち最も効果があったものに◎）
	

	計画を立てる方法がわかった
	１

	客観的評価が可能になった
	２

	自社の新製品を開発することができた
	３

	対外的信用が増し、新たな取引先が確保できた
	４

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	５

	（３）知名度・信用度・顧客満足度の向上（○はいくつでも、そのうち最も効果があったものに◎）
	

	知名度・信用力が向上した
	１

	宣伝、営業が行いやすくなった
	２

	問い合わせが多くなった
	３

	新規取引先が増えた
	４

	大手企業との取引が可能となった
	５

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	６

	（４）経営全般（○はいくつでも、そのうち最も効果があったものに◎）
	

	社内の意識付けが可能となった
	１

	役割分担や責任等が明確になった
	２

	中・長期計画の立案が可能となった
	３

	計画の実行性が増した
	４

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	５


問１３の（１）～（４）について、効果があった順番をご回答ください（１番目～４番目の欄に○を付けてください）。
＜記載例＞

	
	１番目に

役に立った
	２番目に

役に立った
	３番目に

役に立った
	４番目に

役に立った

	（１）資金調達
	１
	１
	１
	１

	（２）技術力・開発力の向上
	２
	２
	２
	２

	（３）知名度・信用度・顧客満足度の向上
	３
	３
	３
	３

	（４）経営全般
	４
	４
	４
	４


＜回答欄＞

	
	１番目に役に立った
	２番目に役に立った
	３番目に役に立った
	４番目に役に立った

	（１）資金調達
	１
	１
	１
	１

	（２）技術力・開発力の向上
	２
	２
	２
	２

	（３）知名度・信用度・顧客満足度の向上
	３
	３
	３
	３

	（４）経営全般
	４
	４
	４
	４





	Ⅸ．経営革新施策に対するご意見・ご要望等


問１４　経営革新施策について、以下の「a.経営革新支援施策の認知度」、「b.相談・アドバイス」、「c.経営革新計画に係る申請手続き等」、「d.金融機関からの支援（融資制度）」、「e.資金調達以外の支援」の各項目おいて、「満足」、「やや満足」、「どちらとも言えない」、「やや不満」、「不満」からひとつ選択して○を付けてください。
ここで、「やや満足」、「どちらとも言えない」、「やや不満」、「不満」とご回答された場合は、その原因や理由を「改善すべき点又は要望点」から該当するもの全てに○を付けてください。
	　
	満足
	やや満足
	どちらとも言えない
	やや不満
	不満

	a.経営革新支援施策の認知度について
	１
	２
	３
	４
	５



	【改善すべき点又は要望点】（○はいくつでも）
	

	世間一般に対する経営革新支援制度に対する認知度向上
	１

	民間金融機関への認知度向上
	２

	政府系金融機関への認知度向上
	３

	業界団体や経済団体、地域内の各種団体に対する認知度向上
	４

	公的支援機関への認知度向上
	５

	民間の専門家（公認会計士、弁理士、税理士、中小企業診断士、技術士等）への認知度向上
	６

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	７


	
	満足
	やや満足
	どちらとも言えない
	やや不満
	不満

	b.相談・アドバイスについて
	１
	２
	３
	４
	５




	【改善すべき点又は要望点】（○はいくつでも）
	

	窓口が多すぎるため、まず始めどこにいったらよいか判らない点の改善
	１

	相談内容によって担当窓口が異なる点の改善
	２

	１回あたり窓口相談の時間延長
	３

	窓口相談員によるアドバイス内容のレベル向上
	４

	派遣専門家に係る派遣費用負担の軽減
	５

	派遣専門家によるアドバイス内容のレベル向上
	６

	フォローアップ調査結果に基づく適切なアドバイス実施
	７

	事業の実施に合わせて利用可能な支援策のタイムリーな情報提供
	８

	経営革新支援制度以外の支援策の適切な情報提供
	９

	積極的な提案型アドバイスの実施・充実
	１０

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	１１


	
	満足
	やや満足
	どちらとも言えない
	やや不満
	不満

	c.経営革新計画に係る申請手続き等について
	１
	２
	３
	４
	５



	【改善すべき点又は要望点】（○はいくつでも）
	

	経営革新計画の申請書類の簡略化
	１

	会社内使用の書類による申請書類の様式の代替
	２

	付加価値額又は一人当たり付加価値額の目標伸び率の設定の緩和
	３

	経常利益の目標伸び率の設定の緩和
	４

	計画承認後の各種支援策への申請の簡略化（二重申請の負担軽減）
	５

	都道府県担当の対応の迅速化
	６

	パソコンによる電子申請の実施
	７

	本社所在地と事業実施都道府県が異なる場合における事業実施の道府県での申請
	８

	フォローアップ調査における負担軽減（調査票の簡略化等）
	９

	経営革新計画終了企業調査における負担軽減（調査票の簡略化等）
	１０

	フォローアップ調査や経営革新計画終了企業調査における企業訪問形式の調査の実施
	１１

	フォローアップ調査や経営革新計画終了企業調査のパソコンによるインターネットでの回答
	１２

	経営革新計画の柔軟な変更・修正
	１３

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	１４


	
	満足
	やや満足
	どちらとも言えない
	やや不満
	不満

	d.金融機関からの支援（融資制度）について
	１
	２
	３
	４
	５



	【改善すべき点又は要望点】（○はいくつでも）

	政府系金融機関
	融資制度についての積極的なアドバイス
	１

	について
	融資額の増加
	２

	　
	担保条件の緩和
	３

	　
	無担保融資の額の増加
	４

	　
	融資の審査期間の短縮
	５

	　
	融資の審査における事業内容やビジネスプランの重視
	６

	
	支援を受けた後の報告の簡易化（提出書類を減らす等）
	７

	民間金融機関
	融資制度についての積極的なアドバイス
	８

	について
	融資額の増加
	９

	　
	担保条件の緩和
	１０

	　
	無担保融資の額の増加
	１１

	　
	融資の審査期間の短縮
	１２

	
	融資の審査における事業内容やビジネスプランの重視
	１３

	
	支援を受けた後の報告の簡易化（提出書類を減らす等）
	１４

	その他
	保証協会の保証取得制度の緩和、保障枠の拡大
	１５

	　
	都道府県や国からの直接融資の実施
	１６

	　
	開発設備資金の借入の円滑化
	１７

	　
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	１８


	
	満足
	やや満足
	どちらとも言えない
	やや不満
	不満

	e.資金調達以外の支援について
	１
	２
	３
	４
	５



	【改善すべき点又は要望点】（○はいくつでも）
	

	販売代理や販売代行の支援の追加・充実
	１

	マーケティング手法実施の具体的指導と支援の追加・充実
	２

	新製品・新サービス開発企画に対する具体的指導と支援の追加・充実
	３

	技術支援・製品開発に対する具体的指導と支援の追加・充実
	４

	サービス業向けの支援策の追加・充実
	５

	支援策投入の是非を含めた総合的な企業診断、経営コンサルティングの充実
	６

	経営革新計画の承認企業同士の交流会・イベントの開催
	７

	自社の取り組みをアピールする機会の設定（セミナー等において）
	８

	経営革新計画承認企業の世間一般に対する広いアピール（新聞や情報誌等によって）
	９

	行政側作成による事例集やパンフレットによる広報の更なる充実
	１０

	優良事例表彰や優良モデル企業指定の実施
	１１

	経営革新計画承認のアピールに資する証明書・マーク等の発行
	１２

	企業訪問の更なる積極的な実施
	１３

	事業の共同実施者や外部経営資源とのマッチング支援の追加・充実
	１４

	経営革新計画承認企業のみに出展を限定した展示会やビジネスマッチングイベントの開催
	１５

	公的支援機関の敷居の低下、身近に活用できるよう更なる開放促進
	１６

	支援策全般における利用方法や手続きの簡素化
	１７

	経営革新計画の実施期間に合った継続性のある支援の充実
	１８

	都道府県ごとに異なる各種支援策の統一
	１９

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	２０


問１５　当該計画終了後に新たな経営革新計画に取り組んでいますか。該当するものに○を付けてください。（○は１つ）
	１　すでに新たな経営革新計画の申請を行った。
２　新たな経営革新計画の申請を検討している。
３　新たな経営革新計画に取り組みたいが
今のところ具体的な計画がない。
	４　経営革新計画への申請は必要ないと考えている。
５　その他（　　　　　　　　　　　　　）


ご協力ありがとうございました。
本調査の結果を踏まえ、今後の経営革新制度の更なる運用の改善等に役立たせていただきます。
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Ａ　農業、林業 Ｉ  卸売業、小売業

01  農業 50  各種商品卸売業

02  林業 51  繊維・衣服等卸売業

Ｂ　漁業 52  飲食料品卸売業

03  漁業（水産養殖業を除く） 53  建築材料、鉱物・金属材料等卸売業

04  水産養殖業 54  機械器具卸売業

Ｃ　鉱業、採石業、砂利採取業


55  その他の卸売業

05　鉱業、採石業、砂利採取業 56  各種商品小売業

Ｄ　建設業 57  織物・衣服・身の回り品小売業

06  総合工事業 58  飲食料品小売業

07  職別工事業(設備工事業を除く) 59  機械器具小売業

08  設備工事業 60  その他の小売業

Ｅ　製造業 61  無店舗小売業

09  食料品製造業 Ｊ　金融、保険業

10  飲料・たばこ・飼料製造業 62  銀行業

11  繊維工業 63  協同組織金融業

12  木材・木製品製造業(家具を除く) 64  貸金業、クレジットカード業等非預金信用機関

13  家具・装備品製造業 65  金融商品取引業、商品先物取引業

14  パルプ・紙・紙加工品製造業 66  補助的金融業等

15  印刷・同関連業 67  保険業（保険媒介代理業、保険サービス業を含む）

16  化学工業 Ｋ　不動産業、物品賃貸業

17　石油製品・石炭製品製造業 68  不動産取引業

18  プラスチック製品製造業(別掲を除く) 69  不動産賃貸業・管理業

19  ゴム製品製造業 70  物品賃貸業

20  なめし革・同製品・毛皮製造業 Ｌ　学術研究、専門・技術サービス業

21  窯業・土石製品製造業 71　学術・開発研究機関

22  鉄鋼業 72　専門サービス業（他に分類されないもの）

23  非鉄金属製造業 73　広告業

24  金属製品製造業 74　技術サービス業（他に分類されないもの）

25  はん用機械器具製造業 Ｍ　宿泊業、飲食サービス業

26  生産用機械器具製造業 75　宿泊業

27  業務用機械器具製造業 76　飲食店

28  電子部品・デバイス・電子回路製造業 77　持ち帰り・配達飲食サービス業

29  電気機械器具製造業 Ｎ　生活関連サービス業、娯楽業

30  情報通信機械器具製造業 78　洗濯・理容・美容・浴場業

31  輸送用機械器具製造業 79　その他の生活関連サービス業

32  その他の製造業                        80　娯楽業

F　電気・ガス・熱供給・水道業 Ｏ　教、習支援業

33  電気業 81  学校教育

34  ガス業 82  その他の教育、学習支援業

35  熱供給業

Ｐ　医療、福祉


36  水道業 83　医療業

G　情報通信業


84　保険衛生

37  通信業 85　社会保険・社会福祉・介護事業

38  放送業 Ｑ　複合サービス事業

39  情報サービス業 86　郵便局

40  インターネット附随サービス業 87  協同組合（他に分類されないもの）

41  映像・音声・文字情報制作業 Ｒ　サービス業（他に分類されないもの）

Ｈ　運輸業、郵便業 88  廃棄物処理業

42  鉄道業 89  自動車整備業

43  道路旅客運送業 90  機械等修理業（別掲を除く）

44  道路貨物運送業 91　職業紹介・労働者派遣業

45  水運業 92  その他の事業サービス業

46  航空運輸業 93  政治・経済・文化団体

47  倉庫業 94  宗教

48  運輸に附帯するサービス業 95  その他のサービス業

49  郵便業（信書便事業を含む） 96　外交公務

Ｓ　公務（他に分類されるものを除く）


97　国家公務

98　地方公務

Ｔ　分類不能の産業

99　分類不能の産業


経 営 革 新 計 画 終 了 企 業 調 査 票























（別添）








12
2

